
第１２６回 維持管理研究会 議事録 

 

１． 開催日時 ： ２０２2 年１月 20 日（木）１6：0０～１７：４０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） １２名 

小田、上辻、大下、木村、熊澤、古村、澤田、高橋、柳本、山下、柳本、中谷（記） 

４． 研究テーマ 

今月の研究会は、東日本大震災時における 「福島第二原子力発電所」での危機発生状況とその対応や 

リーダとしての在り方について、増田所長（前東京電力 HLD 執行役員副社長）講演会の DVD を視聴し 

メンバー間で当時の体験などについて情報交換を行った。 

＜危機対応の考え方 抜粋＞ 

 

 

 



 

５．所見 

増田所長（当時）のリーダシップに対する思いについては、大変共感できることが多くあり、今後の危機対応に 

とって大変参考になった。 

特に下記８項目は、危機対応の基本であることを実感することができた。 

・チームワークが大事である。  

⇒チームやメンバーを鼓舞する。全員に役割を与える。 

・全体を見えるのはリーダのみである。 

 ⇒全体の状況変化をしっかりとタイムリー把握する。 

・全ての責任はリーダにある。 

・情報を一元化する。 

・全員の生命安全を最優先とする。 

・決断は目的達成にある  

⇒生命の安全を最大限考慮しながら、危険であっても納得させることも大事である。 

・限られた時間やマンパワーの名で効率的に活動する。 

⇒明確な目標、やるべきことの明確化、優先順位を明確に指示することが大事である。 

・リーダは、常に笑顔で、大きな声で、元気よくふるまうこと。 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・令和４年 2 月 17 日（木）16:00～17:30 

 

                                                               以上  


